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両備グループの紹介 １

Copyright 2017 RIOS Co., Ltd. All Rights Reserved.

2

まちづくり

部門

ICT部門

くらしづくり

部門

トランスポー

テーション&

トラベル部門 【 経営理念 】
1. 社会正義
2. お客様第一
3. 社員の幸せ

電車、バス、フェ
リー、
タクシー、運輸、倉庫

スーパーマーケット、
レストラン、ホテル、
高速道PA運営、燃料販売、
介護事業

1910年創業
100年以上の歴史がある企業
※両備グループは2010年に100周年を迎えました

【両備グループ（非上場）】
•売上高 1,363億円
•企業数 51社
•従業員数 約9,５00人



始業前点呼・健康システム開発の背景 ２

事故多発！

人財不足！

ドライバーの高齢化！

健康不安！



始業前点呼・健康システム開発の背景 ３

両備グループ

社員の幸せの方程式

社員幸せ＝健康×やる気×能力＋夢



始業前点呼・健康システム開発の背景 ４

旅客・運輸・物流関連事業者の

経営者は安眠できない毎日を送っている！

お客様、従業員、会社を守るために

事業責任者としてできることは何か？

“点呼・健康：ご安全に！”を開発



国土交通省の方針 交通事故を減らす
目標：平成20年からの10年で事故発生件数・死者数を半分に

具体策：点呼時のアルコールチェック義務化

行政処分の強化

事故件数は減少を続けるが

死者数については減少幅が小さい

始業前点呼・健康システム開発の背景 ５

アルコールチェック義務化
(平成23年～)

国土交通省「事業用自動車総合安全プラン2009」より



「事業用自動車総合安全プラン2009」中間見直し(平成26年)
新たな施策：次世代運行管理・支援システムの確立

高速・貸切バスの安全・安心の確保
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運輸安全マネージメント：

点呼・健康管理システム

点呼・健康：ご安全に！

始業前点呼・健康システム開発の背景



システムが目指す役割 7

点呼実施のエビデンス確保

運行管理者の判断をサポート

「いつ」「誰に」「どのような」

点呼を受けたか記録

⇒万一の際､安全管理の証拠となる

健康データの管理・履歴の表示

⇒乗務員の健康意識向上を促進

健康データの数値化

⇒無理な乗務を阻止
⇒客観的判断をサポート

健康状態・事故履歴・運転特性の

データを集積・分析

⇒乗務員への指導ツールとして利用

ドライバーの意識改革

安全運転の教育・指導ツール

“点呼・健康：ご安全に！”が目指す４つの役割



ドライバー操作の流れ 8

免許証をタッチ！ 健康情報を入力
測定した機器をリーダにタッチ

国土交通省規定の
質問事項に回答

入力は終了 対面点呼へ

１ ２

４ ３



ドライバー操作の流れ

免許証をタッチ

• 免許証のIC機能でログイン

→ 免許証不携帯防止

• 免許有効期限までの日数をお知らせ

→ 免許証更新忘れ防止

IC

９
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ドライバー操作の流れ

健康状態の入力

• 体温計、血圧計、血糖計で健康状態を数値化

機器をかざすだけで測定値を自動送信

• 過去10回分の履歴をグラフ表示

血糖計

免許証読取
ICカードリーダ

血圧計

体温計
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ドライバー操作の流れ

国土交通省規定項目の確認

• 「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル(国土交通省)」

記載の質問事項搭載

• タッチパネルで簡単にシステム入力

1１
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<質問の例>

・熱はないか。
・疲れを感じないか。
・気分が悪くないか。
・腹痛、吐き気、下痢などないか。
・眠気を感じないか。
・怪我などで痛みを
我慢していないか。

・運転に悪影響を及ぼす薬を
服用していないか。

・その他健康状態に関して
何か気になることはないか。



対面点呼

• 管理者側の画面で乗務員の健康状態を表示

乗務員の健康状態を確認して乗務可否を判断

対面点呼 12

４

質問



点呼記録・帳票出力（運行管理者向け） 1３

• 収集したデータを月、事業所毎に自動作成

閾値を越えた日、質問回答状況などを一目で確認



• 導入後１年経過時に取集データのフィードバックを実施

導入後のフォロー（両備Gの事例） 1４

一般的な指標と蓄積されたデータを比べていただき、指導の参考にしています。
データの見方や管理者システムの利用方法を改めて指導・提案・改善活動をしていま
す。

60代男性

50代男性

40代男性

30代男性

20代男性



システム導入後の拡張事例 1５

• バージョンアップやオプションシステムの開発を実施

ALCチェック

ALCチェッカーをシステムに直接繋げて、
写真と測定値を記録します。

期日管理機能

適齢診断・健康診断・社内教育など、
決められた検査や教育を管理することで、

受診・受講漏れを防止します。

車検証管理機能

車検証情報を紐づけることで、
有効期限切れ車両の走行を防止します。
また当日の利用車両を記録します。

お客様独自設問設定

国土交通省様の乗務前質問以外にも、
お客様独自のチェック項目を設定できます。



今後の取り組み 1６

人らしく健康で安全に安心して働くための
システム活用のKeywords

 AI
 IoT
 Robot



ご清聴ありがとうございました。

移動体ビジネス事業部
ホームページURL http://www.rios.co.jp


